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福岡県 飯塚市 都市計画課

庁内データのGIS活用（初級編）
～このデータ、使えないの？～

飯塚市 都市計画課



１.庁内の都市計画等のデータ状況
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いろいろな種類のデータはもってるけど・・・

立地適正化計画策定時や都市計画基礎調査で整備された各種GISデータ
（地域地区、立地適正化計画、商業施設、医療機関、鉄道駅、etc…）

活用できる人材がいない！
GISを業務に活用している人がいない
どう使えばいいのかわからない

一方で、紙管理の情報もたくさん・・・
古い図面や十数年前のゼンリン地図の使いまわし
データも活用できないまま、紙をめくって窓口対応

少しでも業務に活用できないか？
できることからやってみよう！



２.都市計画のGoogleマップ表示
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HPに地域地区情報をのせたGoogleマップがあった！更新してみよう！
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課内で一番多い窓口業務、地域地区などの都市計画の確認対応

煩わしい窓口業務を少しでも減らせないか？

市のHPを見直してみると・・・

都市計画情報をGoogleマップに重ねたもの
が見られるようになっていた！

しかし、

過去に在籍していた職員が作成したもので、
情報が古く、現状の都市計画と異なる場所
がある

Googleマップにのせる情報はKML形式に
しなければいけない

庁内のSHAPE形式の都市計画データをQGIS上で
KML形式に変換！

更新して活用しよう！
Googleマップ＝KML

〈課題〉
・座標情報を持たないCADデータなどはうまく取り込めないた
め、手作業でレイヤを作らなければいけなかった
・Googleマップの地図画像の座標が庁内GIS各種データの座標と
完全に一致しているかわからない
→あくまで参考として公開 「正確な情報は窓口へ」状態に…

Googleマップへアップロード！公開！
HPでも情報を確認できることを案内できるようになった！

KMLSHAPE 変換

補注：Google My Maps を使用



３.公園情報のGISデータ化
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多すぎる公園（紙地図で位置確認）をGISに
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あまりにも多い公園の数
紙地図（ゼンリン）に色を塗って、毎回紙をめくって位置を確認している現状
エクセルに各公園の住所を入れたデータがあったので、GISデータに変換できないか

エクセル
（公園住所）

QGIS

エクセルをCSVにして、

アドレスマッチングサー
ビス（Webサイト）に
アップロード
座標データが付与された状態
になる

QGISで読み込

むと、ポイン
トデータとし
て表示される

多すぎる開発遊園、児童遊園の廃止候補
の検討に使えそう！

各公園（ポイント）にバッファをかけて、重なる範囲を
確認

〈課題〉

・ポイント位置（住所）が正確でないため、
実際の公園の位置とずれる

・300か所以上あるため、一つずつ修正す
るのは大変

出典：飯塚市白地図



４.立地適正化計画の評価項目の検証

5

居住誘導区域内の人口を抽出してみる
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①公園と同様に、
人口（住所）のCSVデータをアドレスマッチングサービスを利用してポイントデータ化

〈課題〉

ポイントの位置（住所）がアバウトなの
で境界近くの数字のとりかたが難しい⑥検証結果として計画を評価

②GIS上で居住誘導区域と重ねる
（ここで区域内の人口を抽出できる）

③鉄道駅の徒歩圏内（800ｍ）バッファを作成

バッファを「融合」して輪郭を出す
（それぞれのポイントのバッファの重なりを合わせる）

④バッファと居住誘導区域を重ねて切り抜き

⑤切り抜いた範囲内の人口を抽出
（居住誘導区域内の駅周辺徒歩圏内の人口）

計画策定時の数字と比較
商業施設や医療機関の周辺人口も同様に抽出

立地適正化計画 評価項目
・居住誘導区域内の人口増加率
・商業施設、医療機関、鉄道駅徒歩圏内の人口増加率

庁内GISデータを使って
各範囲の人口を抽出

出典：飯塚市白地図



５.その他の活用
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３D都市モデル、GoogleEarth、GISを使ってみて
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P-PFI事業の対象公園をGooglEearthで確認

（現地で確認した場所を画面上でも高低
差や周辺環境を確認できて便利！）

用途地域の指定等の検討の際の既存不適格建築物の
確認（コンサル任せにしていた作業を職員でも）

インターン生に3D化した都市計画情報を紹介
（言葉で説明するよりかなりわかりやすい！）

① ３D都市モデルを使って

② GoogleEarthを使って

③QGISを使って

補注：Image Landsat / Copernicus
Data SIO, NOAA, U.S. Navy NGA, GEBCO、Google Earth を使用

出典：飯塚市白地図



６.今後の活用
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データの可視化を活用してやりたいこと
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・用途地域等の見直し
・立地適正化計画における居住誘導区域の見直し
・飯塚市公園ストック再編計画による公園の見直し

・3D都市モデルを活用した空家の周辺環境の可視化
（R4年度実施中）

・3D都市モデルでの3Dデータの作成

GISや可視化サイトを活用して都市計画等の見直しの検討材料に

空家対策事業の一環で3D都市モデルを整備することになったので、
今後も活用して都市環境の見える化を進めたい

都市計画道路や公園の整備後のイメージの作成・説明会等での活用



福岡県 飯塚市
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福岡県のほぼ中央！飯塚市ってどんなとこ？
飯塚は福岡県のほぼ中央、古代の大宰府官道、江戸時代の長崎街道が通る交通の要衝としてたくさんの
人、様々な文物が行き交わったまちです。石炭産業隆盛の時代には、筑豊炭田の中心として大いに賑わ
い、今でも市内各所に様々な石炭産業関連遺産が残っています。このまちを、次代に引き継げる魅力あ
るまち、誰もが健康でいきいきと笑顔で暮らせるまち「健幸都市いいづか」へと発展させるべく、市民
と力を合わせて取り組んでいます。

都市の紹介
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福岡県のほぼ中央に位置する飯塚市は、福岡市や
北九州市へのアクセスも良くて便利！

飯塚市役所本庁舎出典：飯塚移住計画
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